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2. Pre/Post Processing
2.1 レポートオプション:トンネル解析レポートタイプ新規追加

2.2 レポートオプション:軌道レビュー機能の改善

2.3 レポートオプション:観測視点画像の適用とタイプ確認の改善

2.4 スイープ曲率角度保持オプションの追加

2.5 杭垂直剛性係数関数の追加

2.6 ジョイント物性の自動更新

2.7 施工段階別相対変位結果出力

2.8 切断面の表示機能の改善

1. Analysis
1.1 最適化オプション

1.2 弾性連結 – 減衰

1.3 放射

2.9 液体境界要素のための波動吸収境界

2.10 仮想梁の作成機能の改善

2.11 ダブルI-断面(Double I-Section)特性の追加

2.12 交差のジオメトリセットの保持機能の追加

2.13 列車移動荷重テーブルのExcel互換性（コピー/貼り付け）の改善

2.14 要素テーブルにインタフェース面積列を追加

2.15 構造設計連動機能の改善:SARフォーマットのサポート(CIVIL NX)

2.16 動画出力形式にMP4追加

機能強化

1.4 温度変化による単位体積重量の考慮

1.5 JSCE 2022 基準追加
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1. Analysis

1.1 最適化オプション

最適設計とは、可能な手段を活用して、本来の目標を最もよく満たす最善の設計案を導出することを意味します。

最適設計の定義

最適設計の3要素

ランダムに置き換えたい値

設計変数
Design Variable

満足したい値

拘束条件
Constraints

減らしたり増やしたい値

目的関数
Objectives

設計応答
Design Response

 近似モデルベースの最適化(Optimization)機能が新たに追加されました。ユーザーが設定した条件内で最適な設計案を自動的に導き、より効率的な設計を支援します。

 最適化プロセス:実験点（DOE）抽出 → 近似モデルの作成 → 最適化の問題解決の順序で最適解を導きます。

 アルゴリズム:最適化アルゴリズムとして、遺伝子アルゴリズム（Genetic Algorithm）とダイレクトメソッド（Direct Method）を提供します。

 設計変数:弾性係数(E)、ポアソン比(v)、粘着力(c)、内部摩擦角(Φ)を設計変数として使用できます。

（現在のバージョンでは、 弾性 / Mohr-Coulombモデルに適用可能であり、将来的には使用できるモデルと設計変数は拡張される予定です。)

 解析連動:施工段階解析を含む線形および非線形応力解析と連動が可能です。

 結果分析:階層別設計変数の相関度分析(Correlation Analysis)結果を提供します。
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1. Analysis

1.1 最適化オプション

解析>最適設計>設計変数

[センサ機能]

[設計変数定義]

• 元の解析モデル入力物性 = 初期値

• 元の解析結果に対する目的関数を考慮して最小/最大値定義が必要

（例：変位結果が大きくなった→設計変数↓ /変位結果が小さくなった→設計変数↑ ）

解析>最適設計>センサ定義



Ver. 375 Release note 5

1. Analysis

1.1 最適化オプション

近似モデルベースの寸法最適設計

Optimum point

実験計画法 解析実行 近似モデルの導出 最適点探索

- 近似モデルベースの寸法最適設計は、実際のモデルを数学的近似モデルに置き換えて最適化を実行する技術です。

- 実際のモデルに比べて計算コストが低い近似モデルを利用するため、少ない回数の解析だけでも最適解を導き、解析時間を効率的に短縮できるメリットがあります。

- 近似モデルの精度が最終的に導出される最適解の精度に直接影響を与えるため、精度の高い近似モデルを使用することが重要です。
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1. Analysis

1.1 最適化オプション

実験計画法

- 実験計画法は、設計変数の組み合わせを決定するいくつかの方法論を意味します。

- 各設計変数が応答（解析結果）に与える影響を判断するために使用できます。

- 非線形解析の場合は、最小設計変数数の10倍、推奨値として50倍の実験点（解析ケース）数を設定することをお勧めします。

[最適化制御–実験点抽出ダイアログ] [実験点 スクリーニング確認]
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1. Analysis

1.1 最適化オプション

実験計画法の種類

1) ラテン方格計画法 ：設計空間を均一に分割し、ランダムに設計点を割り当てる方法です。空間充填性に優れており、クリギング（Kriging）近似モデルを作成する際によく用

いられます。

2) タグチ直交配列表：設計変数間の直交性（Orthogonality）を満たす実験点の組み合わせを用いる、部分要因計画法の一種です。

3) 完全要因計画法：設計変数が取り得るすべての水準（Level）の組み合わせを探索し、応答を確認する方法です。

4) 中心複合計画法：2レベル要因計画法を基に、中心点（center point）と軸点（axial／star point）を追加して応答曲面を評価する方法です。

5) 一次元パラメータスタディ：他の設計変数は、固定した状態で1つの設計変数のみを変更して結果を確認する方法です。特定の設計変数に対する結果の感度を確認する

のに役立ちます。

[ラテン方格計画法] [タグチ直交配置表] [完全要因計画法] [中心複合計画法] [一次元パラメータスタディ]
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1. Analysis

1.1 最適化オプション

実験計画法後処理

- 相関度分析:

相関度分析(Correlation Analysis)は、各設計変数の重要度係数を計算し、どの設計変数が近似モデルの精度に大きな影響を与えるかを判断するために使用されま

す。

考慮すべき設計変数の数が多い場合は、相関度分析によって影響力の少ない変数を確認できます。

相関度値がゼロに近い設計変数は、設計問題から除外しても全体の応答結果に大きな影響を与えない可能性が高く、これを元に変数を選別することが可能です。

[相関度分析結果]
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1. Analysis

1.1 最適化オプション

近似モデル

S

E

S

E

S

E
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S 1
S 2

E 1 E 2 E 3 E 1 E 2 E 3

実験計画法 近似モデル

例）設計変数：半径、高さ/設計応答：体積

V = π r 2 x L
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V = π r 2 x L
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1. Analysis

1.1 最適化オプション

近似モデルタイプ

1)クリギングモデル( Kriging Model )

：補間モデル（Interpolation Model）の一種で、すべての実験点を正確に通過する特徴があります。

グローバル回帰モデルと地域偏差（Residual）の合計で構成されています。

𝑦 = 𝐟் 𝐱 𝛃 + 𝐫் 𝐱 𝐑ିଵ 𝐲𝐞𝐱𝐩 − 𝐅𝛃

：最も可能性の高い点を探索してモデルを作成するため、他のモデルと比較して数値計算コストが高くなる可能性があ

ります。

【クリギングモデル】

[多項回帰モデル]

x

f

x

f

2)多項 回帰モデル（線形/純粋二次/完全二次/純粋三次）

：実験点をできるだけ近似する回帰式を生成する手法です。次の次数のモデルを提供します。

線形 𝑦 = 𝛽଴ + 𝛽ଵ𝑥ଵ + 𝛽ଶ𝑥ଶ

純粋二次 𝑦 = 𝛽଴ + 𝛽ଵ𝑥ଵ + 𝛽ଶ𝑥ଶ + 𝛽ଷ𝑥ଵ
ଶ + 𝛽ସ𝑥ଶ

ଶ

完全二次 𝑦 = 𝛽଴ + 𝛽ଵ𝑥ଵ + 𝛽ଶ𝑥ଶ + 𝛽ଷ𝑥ଵ
ଶ + 𝛽ସ𝑥ଵ𝑥ଶ + 𝛽ହ𝑥ଶ

ଶ

純粋三次 𝑦 = 𝛽଴ + 𝛽ଵ𝑥ଵ + 𝛽ଶ𝑥ଶ + 𝛽ଷ𝑥ଵ
ଶ + 𝛽ସ𝑥ଵ𝑥ଶ + 𝛽ହ𝑥ଶ

ଶ + 𝛽଺𝑥ଵ
ଷ + 𝛽଻𝑥ଶ

ଷ
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1. Analysis

1.1 最適化オプション

近似モデル後処理

[近似モデル形状]

[最適設計モデル結果]
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1. Analysis

1.2 弾性連結 – 減衰

 弾性連結に減衰定数を入力できるように機能が拡張されました。 2つの点を接続するばねの役割から離れて、エネルギーを吸収して散逸させる減衰の役割を果たすことができます。(ただ

し、 [タイプ]が[一般]のときのみ可能です。 ）

[ ㅇㄹㅇㅇㅇㄹㅇ

 メッシュ > 特性/座標系/関数 > プロパティ > 作成 – その他 > 弾性連結
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1. Analysis

1.3 放射

 熱の境界条件に放射を考慮するための機能が追加されました。外気温度と物体の表面温度の温度差による放射(Radiation)条件を節点、要素の境界面や線に付加する機能です。

[ ㅇㄹㅇㅇㅇㄹㅇ

 静的/斜面解析 > 熱荷重 > 放射

[時間関数]
時間関数の場合は、合計時間またはサブケース時間を選択できます。全体時間の場合は、モデル全体時間を考
慮して時間関数を入力する方式であり、サブケース時間の場合は、当該施工段階での時間を考慮して時間関数を
入力する方式です。

[放射率]
実際の物質が理想的な物体である「黒体」に比べてどれだけエネルギーをよく放出するかを示す割合です。黒体
（入射角に関係なくすべての電磁放射を吸収し、放出量は表面温度によってのみ決定される理想的な物質）の放
射率は1と定義されています。

[吸収率]
特定の表面に入射する全放射エネルギーのうち、その表面に吸収されるエネルギーの割合を意味する。0 ～ 1の
値を持ち、1に近いほど入射エネルギーをよく吸収します。熱平衡状態では、吸収率（放射熱を受け入れる程度）は、
放射率と同じ値として扱うことができます。

[形態係数]
二つの表面がお互いに向かい合っているか、つまり、表面間放射エネルギー交換の幾何学的露出程度を示す値
です。0～1の間の値を持ち、1は完全に露出している状態、0は完全に遮られている状態を意味します。
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1. Analysis

1.4 温度変化による単位体積重量の考慮

 温度変化による単位体積重量を関数形で入力できるように機能を追加しました。

 過渡熱伝達解析において、材料が熱を保持する能力は、温度に応じた単位体積重量（質量密度）によって左右されます。火災時における鋼材やコンクリートの水分蒸発および化学

的変化に伴う材料の単位体積重量の低下を考慮することで、構造物の崩壊時間や耐火性能を、より保守的かつ高精度に予測することが可能となります。

[ ㅇㄹㅇㅇㅇㄹㅇ

 メッシュ > 特性/座標系/関数 > 関数 > 一般関数

（例： 温度変化によるコンクリート単位体積重量変化）
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1. Analysis

1.5 JSCE 2022 基準追加 (E, Heat Source)

 経時的な弾性係数変化関数と発熱変化関数にJSCE（2022）基準が追加されました。

- T ensile Strengthの式が変更されました。
( 2012) f t k (t') = c 1 x fc'(t')c 2 c 1, c2:養生方法による整数で-0.13、0.85を標準とする

(2022) f t k (t') = 0.27 x fc'(t') 2/ 3 / Υ c,      Υ c ：コンクリート材料系、 一般に1.3とする

 メッシュ > 特性/座標系/関数 > 関数 > 強度発現関数

引張強度（Tensile Strength）の式が変更されました。

（2017年）ftk(t’) = c1 × fc’(t’)^c2
c1、c2：養生方法によって決まる定数で、標準値は 0.13、0.85 とします。

（2022年）ftk(t’) = 0.27 × fc’(t’)^(2/3) / γc
γc：コンクリート材料係数で、一般的に 1.3 とします。
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1. Analysis

1.5 JSCE 2022 基準追加 (E, Heat Source)

高炉セメントの C 種係数（C type factor）が追加されました。（C 種の場合、セメント密度は 300～
500 kg/m³ であり、他のタイプの場合は 250～400 kg/m³ です。）

 メッシュ > 特性/座標系/関数 > 関数 > 発熱関数

高炉セメントC種が追加されました。
（C種の場合、セメント密度は 300～500 kg/m³ であり、他のタイプの場合は 250～400 kg/m³ です。）

 経時的な弾性係数変化関数と発熱変化関数にJSCE（2022）基準が追加されました。
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[ 

2. Pre/Post Processing

2.1 レポートオプション:トンネル解析レポートタイプ新規追加

 レポート生成機能に「トンネル解析レポート」タイプが新しく追加されました。
 このレポートタイプを使用すると、複数の解析ケースの結果（表、グラフ、画像）を1つのレポートにまとめて出力できます。
 具体的には、トンネルK0の解釈など、複数条件の結果を確認する必要がある場合は、繰り返し手作業なしで結果を整理することができ、レポート作成時間を大幅に短縮できます。

 ツール > データ出力 > 報告書生成

[報告書生成ダイアログ] [2次元 変位結果]
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[ ㅇㄹㅇㄹㅇㅇㄹㅇ

2. Pre/Post Processing

2.1 レポートオプション:トンネル解析レポートタイプ新規追加

 トンネル解析レポートで2次元/3次元断面変位及び、内空変位の結果を出力する項目が追加されました。
 3次元内空変位計算時、「全体座標系」基準と「断面座標系（最短距離）」基準の両方の結果を提供するように改善されました。
 これにより、曲線トンネルなどの領域でも実際の変形量をより容易に計算できます。

 ツール > データ出力 > 報告書生成

[3次元 変位結果グラフ]

[トンネル解析レポート 3次元内空変位]
[全体座標系基準]

[断面座標系基準]
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 ツール > データ出力 > 報告書生成

2. Pre/Post Processing

2.2 レポートオプション:軌道レビュー機能の改善

 鉄道軌道の検討精度向上のため、内部アルゴリズムを改良しました。
[既存] 3次元軌道検討時、両レールの開始節点から順次検討を進めました。
[改善] 節点数の多いレールを基準に、直交方向で最短距離の対応節点を探索する方式に変更しました。これにより、より正確な軌道検討が可能になりました。

[軌道検討レール定義] [軌道節点マッチングアルゴリズムの改良]

[既存] [改善]



Ver. 375 Release note 20

2. Pre/Post Processing

2.3 レポートオプション:観測視点画像の適用とタイプ確認の改善

 レポートのモデルビューと結果ビューを出力すると、ユーザーが視点を自由に変更して画像を出力できるように機能が改善されました。
 全体モデル画像と主要構造物別画像の視点をそれぞれ設定することができ、レポートの解像度と読みやすさを向上させることができます。

 ツール > データ出力 > 報告書生成

[画像キャプチャ時点のユーザー指定機能の改善]

[改善]表示視点を出力項目ごと設定可能
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2. Pre/Post Processing

2.4 スイープ曲率角度保持オプションの追加

 「スイープ押出し」および「スイープ移動」機能を使用すると、ガイドラインの曲率に関係なく、断面の直交方向の角度を維持する「角度を維持する」オプションが追加されました。
 このオプションを有効にすると、曲線経路でも断面の初期角度をそのまま維持した押し出しジオメトリを作成できます。

[既存] [改善]

[既存] [改善]

 ジオメトリ > 押出し > スイープ 、ジオメトリ > 移動 > スイープ

[スイープ]

[スイープ-移動]
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2. Pre/Post Processing

 杭の材料特性を定義する際に、⾧さに応じて異なる法線剛性係数を入力できる機能が追加されました。
 従来、杭の⾧さに応じたせん断力特性のみを関数として定義することができましたが、法線剛性についても⾧さに応じた関数を定義できるように機能が改善されました。

 メッシュ > 特性/座標系/関数 > 材料 > 杭

[杭材料定義]

[法線剛性関数]

2.5 杭の法線剛性関数の追加
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2. Pre/Post Processing

2.6 ジョイント物性の自動更新

 ウィザードを使用してジョイント要素を作成する場合、隣接する要素の物性が変わるとパラメータが自動的に更新される機能が追加されました。

 注:既存のバージョン（V370より前）で作成されたジョイントの特性は、ウィザードを介して再作成することで自動更新機能が有効になります。

 メッシュ > 特性/座標系/関数 > 材料 > ジョイント

[ウィザード計算方式]

• Kn = Eoed、I / tv

• Kt = Gi/tv

• Ci = R x Csoil

• ここで、 Eoed,I = 2 x Gi x (1 - vi)/(1 - 2 x vi)

（vi =ジョイントポアソン比=0.45、ジョイントは非圧縮性摩擦挙動を模擬するため

のもので、数値エラーを防止するために0.45を用いて自動計算）

• tv =仮想厚さ

（一般に0.01～0.1の範囲を持ち、隣接要素間の剛性差が大きいほど小さい値を入力）

• Gi= R^2 x Gsoil ( Gsoil = E/2(1+vsoil)), R=強度減少係数

[構造部材と隣接地盤特性による一般的な強度減少係数 例

• 砂質土／鋼材＝R：0.6～0.7

• 粘土/鋼材= R:0.5

• 砂質土／コンクリート＝R：1.0～0.8

• 粘土/コンクリート= R：1.0〜0.7

[ジョイント要素の生成]

[ジョイント材料]
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2. Pre/Post Processing

2.7 施工段階別相対変位結果出力

 各施工段階ごとに、ユーザーが定義したメッシュセット間の相対変位を直接確認する機能が追加されました。
 従来は施工段階別相対変位を確認するために結果組合せ機能を利用しなければなりませんでしたが、この機能により数十～数百段階の施工段階結果も素早く簡単に確認および出

力が可能です。

 結果>詳細結果>その他>施工段階別相対変位

[施工段階掘削2 -掘削1相対変位結果]

[施工段階掘削11 -掘削10相対変位結果]
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2. Pre/Post Processing

2.8 切断面の表示機能の改善

 切断面で生成された結果についても、全体モデルと同様に凡例が表示されるように修正されました。
 切断面にコンターラインを表示するオプションが追加され、結果確認の利便性が向上しました。

 結果分析> 切断面

[改善]

【切断面結果】[全モデル結果]

[コンターライン切断面表示結果]
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2.9 液体境界要素のための波動吸収境界

 波動吸収境界(wave-absorbent fluid boundary) として、流体境界要素が新たに追加されました。
 ダム-貯水池相互作用（Dam-Reservoir interaction）の場合、地震発生時に貯水池の末端にこの境界面を指定することで、無限貯水池（infinite reservoir）を模擬する

ことができます。つまり、反射波を遮断・吸収して現実的な挙動を再現できます。
 この機能は、ソンマーフェルト放射条件（Sommerfeld radiation condition）を実装したもので、放射波が再び領域内部に反射して戻ることを防ぎます。

無限境界または吸収境界条件、すなわちソンマーフェルト放射条件では、波の減衰とエネルギー散逸効果を考慮して、境界面の圧力条件は次のように定義されます。

−𝑛 · 𝛻𝑝 =  
1 −  𝛼௥

𝑐௜ 1 +  𝛼௥

𝜕𝑝

𝜕𝑡
+  𝛽௟ 𝑝

𝑐௜ :境界面から外部に伝わる波の位相速度(phase velocity)

𝛼௥ :境界面で反射する波の振幅比(amplitude ratio)

𝛽௟ :空間減衰係数

• 出射波速度（Outgoing Wave Speed）：境界面に沿って外部に伝播する波の速度を入力します。スロッシング

解析では、重力波の位相速度（ 𝑔 × 𝐻）を使用してソンマーフェルト放射条件を満たすことができます。

• 波動反射係数(Wave Reflection Coefficient)：境界面で反射される波の振幅比を入力します。

値の範囲は0～1で、0は完全吸収、1は完全反射を意味します。

• 拡散損失項（Spreading Loss Term）：波が境界方向へ伝播する際の減衰の程度を定義します。

単位は[1/m]で、値が大きいほど波のエネルギーが速く伝播します。追加の減衰に関連する項であり、値が

大きすぎると、物理的に過度の減衰が発生し、結果が歪む可能性があります。

 メッシュ > 特性/座標系/関数 > プロパティ > 生成：その他 > 液体境界 > 波動吸収面

2. Pre/Post Processing
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Z_1 = ¥rho_1¥,c_1¥;¥ approx ¥; (1000¥ ¥ mathrm {kg¥,m^{-3}})¥,(1480¥ ¥ mathrm {m¥,s^{-1}}) 
¥;=¥; 1.48¥times 10^{6}¥ ¥ mathrm {kg¥,m^{-2}¥,s^{-1}}

2. Pre/Post Processing

2.9 液体境界要素の波動吸収境界

• ダム-貯水池の相互作用を考慮した動的解析では、境界条件は物理的特性に応じて次のようにモデル化できます。

𝑐௜  = 𝑔 × 𝐻

* 貯水池底面では重力波（ 𝑔 × 𝐻）ではなく流体内圧力波（音圧波）が支配的なので水中の音速を使用

* 水（20℃ ）：𝜌ଵ ≈ 1000 𝑘𝑔/𝑚ଷ, 𝑐ଵ ≈ 1480 𝑚/𝑠 ⇒ 𝑍ଵ ≈ 1.48 × 10଺

岩盤（剛性）：𝜌ଶ ≈ 2500𝑘𝑔/𝑚ଷ , 𝑉௣ ≈ 3000 𝑚/𝑠 ⇒ 𝑍ଶ ≈ 7.5 × 10଺ （𝑉௣ ：P波速度）

𝛼௥ =
௓మି௓భ

௓మା௓భ
=

଻.ହିଵ.ସ଼

଻.ହାଵ.ସ଼
≈ 0.67
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2. Pre/Post Processing

2.10 仮想梁作成機能の改善

 これまで直線にのみ生成可能であった仮想梁を、エッジ(line)形状でも生成できるようになり、曲げモーメント、せん断力、軸力などの断面力が算出できるようになりました。
 従来、1m間隔で固定されていた仮想梁の要素サイズを、ユーザーが直接サイズや分割数を入力できるように変更されました。
 ユーザーが目的に合わせてベータ角の値を変更できるように、要素の作成時の関連情報をテーブル形式で提供する機能が追加されました。

• タイプ：要素を選択するか、メッシュセットを選択するかを指定します。

• 対象エッジ：仮想梁を作成する対象となるエッジを選択します。

• スタートポイント：仮想梁の作成を開始する点を選択します。

• サイズ/分割数 ：仮想梁の要素サイズまたは分割間隔を指定します。

• 選択範囲全体の検索：仮想梁の断面力算出時に参照する要素の範囲を指定するオプション。

-チェックオン：仮想梁の垂直方向の断面全体の要素情報をすべて使用して断面力を計算します。

-チェックオフ：仮想梁の隣接する要素情報のみを使用して断面力を計算します。

[チェックオン] [チェックオフ]

• 例：パイプ断面において、パイプ全周の挙動を確認したい場合はこのオプションのチェックを外し、パイプの重心（Centroid）で全断

面を代表する結果を確認したい場合はチェックを入れてください。

 メッシュ > 要素 > 作成 > その他 > 仮想梁

（メッシュ > ツール > テーブル > 要素テーブル）
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2. Pre/Post Processing

2.11 ダブル I-断面(Double I-Section)特性の追加

 1D要素の新しい断面特性として、 2つのH形鋼の上下にプレート(鋼板)が追加された形のダブルI-断面が追加されました。(メッシュ > 特性/座標系/関数 > プロパティ > 1D>断面)

2.12 交差機能のジオメトリセット(ジオメトリセット)の保持機能の追加

 交差機能を使用して線を交差させるとき、[元のジオメトリセットを保持]オプションを有効にすると、分割された各成分が元々属していた各ジオメトリセットに保持するように修正されました。

 メッシュ > 特性/座標系/関数 > プロパティ > 1D >断面> ダブル I-断面  ジオメトリ > ポイント＆カーブ > 交差
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여기에 수식을 입력하십시오.

2. Pre/Post Processing

2.13 列車移動荷重テーブルのExcel互換性(コピー/貼り付け)の改善

 カスタム移動荷重を入力する方法が改善され、テーブル形式で直接入力するか、Excelシートから「データのコピー>貼り付け」が可能になりました。

2.14 要素テーブルにインターフェース面積列を追加

 FEA NXでは、インターフェース要素結果として、垂直応力とせん断応力を提供します。
 「要素テーブル > インターフェース > 面積 が出力され、応力結果から力結果への変換が容易になりました。
 このように変換された垂直力とせん断力は、擁壁やダムなどの構造物の全体の垂直力、水平力、および滑動力を計算するために使用することができ、それによって滑動に対する安全率を

評価することが可能です。

[インターフェース要素テーブル]

• 例：ダムの活動（Sliding）に対する安全率（ANCOLDガイドライン）

𝐹𝑜𝑆௦௟௜ௗ௜௡௚ =
𝜇 ∗ 𝑁 + (𝑐 ∗ 𝐴)

∑ 𝐹௛௢௥௜௭௢௡௧௔௟

𝜇：ダムと基礎地盤との間の摩擦係数

𝑁：基礎に作用する純粋直力

𝑐：基礎地盤の粘着力

𝐴：ダムの基礎面積

 メッシュ>ツール>テーブル>要素テーブル
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여기에 수식을 입력하십시오.

2. Pre/Post Processing

2.15 構造設計連動機能の改善:SARフォーマットのサポート(CIVIL NX)

 SAR(Standard Analysis Result:標準解析結果)フォーマットでFEA NX - CIVIL NX（構造設計プログラム）を連携することができます。
FEA NXで計算された曲げモーメント、せん断力、軸力などの解析結果をモデルファイルとともにCIVIL NXにエクスポートし、CIVIL NXで詳細な構造設計を実行することができます。

 このフォーマットは現在、トラス、梁、平面応力、シェル、ゲージングプレート、および低次の要素のみをサポートしています。

1. FEA NXで解析を実行します。 2.構造設計に必要な結果（断面力など）を確認します。 3. FEA NXで解析モデルを
.mctフォーマットでエクスポートします。

4. FEA NX の結果を書き出す際に、
施工ステップ/解析ステップを選択します。

5.書き出した解析結果を「SAR」フォーマットで
CIVIL NXに取り込みます。

6. CIVIL NXで、構造設計を実行します。

 FEA NXメインアイコン > 書き出し > SARファイル形式で書き出し
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2. Pre/Post Processing

2.16 動画出力形式にMP4追加

 複数ステップアニメーション出力する際の動画出力形式に、「MP4」が追加されました。
出力したファイルは、PPTに挿入することができます。

動画化


